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桜島大正大噴火と鹿屋とのかかわり

※ 青字は桜島大噴火に伴う河川災害関連。記載したものは主なもので、
これ以外にも桜島大噴火由来の河川災害は何度も起きています。

を
す
る
な
ど
献
身
的
に
世
話
を
し
た
と
さ

れ
、
市
成
村
で
も
７
０
０
人
以
上
の
避
難

者
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
各
地
で
避
難
者

の
救
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
者
を
受
け
入
れ
た
と
は
い
え
、
市

成
村
も
ま
た
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
。

記
録
に
は
、
自
分
た
ち
の
村
の
被
害
に
落

胆
し
な
が
ら
も
、
前
を
向
い
て
働
い
て
い

こ
う
と
す
る
地
元
の
若
者
た
ち
の
意
気
込

み
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

　

助
け
合
う
精
神
は
、
い
つ
の
時
代
で

も
同
じ
。「
鹿
屋
市
史
」
に
よ
れ
ば
、
大
正

３
年
１
月
18
日
時
点
で
、
東
桜
島
村
・

垂
水
村
・
牛
根
村
か
ら
、
鹿
屋
町
に
１
，

０
１
０
人
、
花
岡
村
に
４
５
０
人
、
大
姶

良
村
に
１
６
５
人
、
高
隈
村
に
１
６
２
人

の
一
時
避
難
者
を
、
学
校
や
寺
院
、
夜
学

舎
で
受
け
入
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
西
串
良
村（
現
在
の
串
良
町
）

で
は
、
串
良
小
学
校
を
開
放
し
、
30
戸
・

数
十
人
を
受
け
入
れ
、
村
民
が
炊
き
出
し

▶ 

市
成
村
の
久く

き

の

の

木
野
々
青
年
団

の
団
長
が
記
し
た
記
録

　
「
桜
島
休
火
山
大
爆
発
の
文
」

　

当
時
の
市
成
村
の
若
者
４
人
が
記
し
た

記
録
に
は
、
牛
根
村
か
ら
避
難
し
て
き
た

人
々
へ
食
料
を
提
供
し
た
り
、
夜
学
舎
な

ど
を
宿
泊
所
に
割
り
当
て
た
り
し
た
こ
と

や
、
青
年
団
が
貯
蔵
し
て
い
た
か
ん
し
ょ

（
さ
つ
ま
い
も
）を
避
難
者
に
与
え
た
こ
と

な
ど
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿屋市防災シンポジウムを開催します

����

（京都大学 教授 井口 正
まさ と

人 氏） 

（九州大学大学院工学研究院 教授 矢野 真一郎 氏） 

　鹿屋市で予想される災害（河川氾濫、土砂災害、地震、桜島噴火等）に対し、
市民一人ひとりが日常で何ができ、また、どのような準備が必要か、そして災害
時にどう対応すべきか知ることのできるシンポジウムです。ぜひご参加ください。

問市安全安心課　℡0994-31-1124

井口 正人 氏 矢野 真一郎 氏

StoryStory

学ぶ学ぶ
桜島大噴火桜島大噴火

高隈出張所●高隈出張所●

輝北総合支所●輝北総合支所●

●市成出張所●市成出張所

504

●花岡出張所●花岡出張所

●分庁舎●分庁舎

東
九
州
自
動
車
道

東
九
州
自
動
車
道

鹿屋市役所本庁●鹿屋市役所本庁●

串良総合支所●串良総合支所●

 ● ● 桜島移民祖先之霊の碑
　（花里町・花里公民館／Ｐ５）

●吾平総合支所●吾平総合支所

269

220

●高須出張所●高須出張所

❷ 桜島大爆発紀念碑
　 （輝北町市成・上

かみさわつ

沢津
公民館）
大噴火から６年後の大
正９年１月12日に地元
青年団が建立。

❸桜島爆発紀念碑
　（輝北町上百引・愛

あたご

宕）
建立時期は不明。「遠
矢氏」の書とある。

❶ 記念碑（輝北町上
百引・岳

たけんの

野小学校跡）
大正15年３月に、百
引岳野と牛根岳野が
共同で建立。大噴火
後、両岳野全体の世
帯数が一時５分の１
になったとされる。

❻城山隧
ずいどう

道碑
　（上高隈町・高隈城跡）
大噴火後に起きた洪水
で、隧道に土砂が流入
したため、新たに掘削。
大正４年８月建立。

❼ 河川改修紀念碑
　第二回河川紀念碑
　（下高隈町・旧高隈高校前）
大噴火後に起きた洪水により河
川を改修したが、大正６年に再
び大洪水が起き、２回目の改修
を余儀なくされた。

��������	
��	�� ● 爆発碑　　　● 河川等改修碑
● 耕地整理碑　●  ●  移住碑

11串良川改修紀念碑
　（東串良町・豊

ほうえい

栄橋左岸）
大噴火で串良川の源流部が荒
れ、土石流や洪水が頻発。西
串良村と東串良村が連合組合を
つくり改修。大正６年６月建立。

❹河川改修紀念碑
　（輝北町下百引・坂下
　橋付近）
堂
どうごもり

籠川の堤防が、大
噴火後に起きた洪水
で決壊。大正４年の改
修工事着工以降、何
度か洪水に遭いながら
も昭和６年完成。昭和
７年６月建立。

10新水門碑・堰
せき

改築碑
　（串良町細山田・井手神社）
林田堰の新水門碑は大正
11年 11月、堰改築碑は昭
和５年５月に建立。

❽堤
ていとう

塘工事紀念碑
　（下高隈町・観

かんのんぶち

音淵）
洪水で堤防が決壊し
たため、耕地が「砂漠」
と化したとある。

❾ 耕地整理記念碑（串良町
細山田・生

い く る す

栗須公民館付近）
大噴火後の洪水で水田が一夜
にして「白浜」と化したとあ
る。堤防修復ののちに耕地整
理実施。大正６年３月建立。

❺復旧工事紀念碑
　（上高隈町・重田橋付近）
降り積もった軽石や火山
灰で、大正６年にも大洪
水が起きた。復旧工事の
完成に伴い、昭和 10 年
４月に建立された。

121314笠野原耕地整理記功碑
（12下高隈町・高隈駐在所隣）
（13笠之原町・玉山神社参道）
（14串良町有里・大塚山公園）

近代以前から水不足で
開拓が進まなかった笠
野原は、大噴火がさら
に追い討ちをかけ荒廃。
大正13 年５月着工、昭
和９年８月竣工。いずれ
も碑文は同じ内容で、昭
和10 年４月建立。
※写真は13

❻
❽

12

13

14

❹

❺

❸

❷

❶

❼

❾

10

11

日　時

場　所

内　容

５月17日 ㊍　13:30～16:30　
リナシティかのや ３階大ホール
講演①「桜島大噴火に備えて」
講演② 「平成 29年７月九州北部豪雨における流木災害から得た教訓」
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